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温排水の温度分布パタｰン

火力発電所から海中に放流されている温排水の温度公布パタｰンをカ

ラｰイメｰジディスプレイシステムによってカラｰ表示したものである.

原デｰタは航空機用ディジタル型マルチスペクトルスキャナｰの熱赤

外チャンネル(8～12ミクロン)の映像デｰタ(目DDT)である.

画面の左端から約4分の1までが陸域であり他は水城である.画面

内の温度分布を16段階に分けそれぞれを見易い形で色彩表示したもの

である.温度と表示色との関係は左下隅に示してあるカミスキャナ

ｰに内蔵されている参照黒体からの値とデｰタ収集時における現地の

温度測定値とから補正と換算を行柾った結果段階毎の温度差は約O.6.

Cである(デｰタ収集:昭和50年12月).
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